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図1検体の年齢別性別構成（2024年）

図2 検出菌の内訳（2024年）

大分県における細菌性下痢症サーベイランスの動向 (2024年)

はじめに

前回までの報告9)に引き続き、大分県の主に小児
における細菌性散発下痢症の2024年の発生動向を
報告する。

材料および方法

2024年1月から同年12月末までに、県内の医療機
関（小児科及び内科）において細菌性下痢症が疑わ
れた患者便および分離菌株について細菌学的検索を
実施した。検査方法の詳細は前報告1,2)のとおりであ
る。腸管出血性大腸菌（EHEC）、毒素原性大腸菌
(ETEC)、腸管組織侵入性大腸菌（EIEC）、腸管病
原大腸菌（EPEC）及び腸管凝集付着性大腸菌（EAg-
gEC）はPCR法3 - 7)を用いて検索した。ただし、EPEC
とEAggECについては病原因子が不明（研究途上）
であり、散発下痢症では確定診断が困難であるた
め、他の下痢原性大腸菌のカテゴリーの病原因子を
保有せず、eae遺伝子を保有するものを「EPEC疑
い」、aggR遺伝子を保有するものを「EAggEC疑い」
として計上している。なお、本報告の文中では簡略
のため以下「疑い」の表記を省略する。

1検体から同一の菌種または血清型が分離された
場合は「1株」として集計し、1検体から複数の菌
種または血清型が分離された場合は、それぞれの菌
種または血清型ごとに「1株」として集計した。ま
た「検出率」とは検査検体数における菌検出検体数
（≒検出菌株数）の割合（％）で示した。

結果および考察

1 検査した検体の構成

検体数は延べ85検体で、前年と比べると約21%減
少した。検体由来は、男性47検体、女性36検体、
不明2検体で、年齢構成は図1のとおりであった。

2 下痢症起因菌の検出状況

85検体のうち56検体（65.9％）から下痢症起因菌
を検出した。検出菌の内訳は、サルモネラ属菌が最
も多く53株（全菌株数の94.6％）、次いで、EHEC
が2株（同 3.6％）、EAggECが1株（同 1.8％）であっ
た（図2参照）。2024年は、複数菌同時検出例はな
かった。
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表1 検出されたサルモネラの血清型（2024年）2.1 サルモネラ属菌

サルモネラ属菌は検査検体85検体中53検体（62.4
％）から26種類の血清型が計53株検出された。26
血清型の内訳は表1に示すとおりである。

本県の調査で過去10年間（2015年～2024年）に
検出されたサルモネラ属菌371株中、検出株数の多
かった上位5血清型は、上から順にThompson、型名
不 明O4 : i : -、Schwarzengrund、Saintpaul、Miyazaki
である9)。2024年の上位5血清型は型名不明O4 : i : - 、
Thompson、Miyazak、Infantis、Corvallisであった。型
名不明O4 : i : -は、Typhimuriumの変異株と考えられ
ており、過去20年間の検出率は4％だったのに対し
過去5年間の検出率は10％そして2024年の検出率は
15％と増加しており、今後の発生動向に注視する
必要がある。

2024年に検出された26血清型のうちAmsterdam
は、1985年の調査開始以来初検出である。爬虫類
の腸管に保有されていることが多い亜種 subsp.
diarizonaeは調査開始以来4例目の検出であった。

2.2 下痢原性大腸菌

下痢原生大腸菌のうち、EHEC が2株（O157（VT
1，2）1株、O157（VT2）1株）、EAggECが1株（O
126）検出された。

3 年齢層別の菌検出状況

年齢別の菌の検出状況を表2に示す。
サルモネラ属菌はすべての年齢層で検出されてい

る。ほかの下痢症起因菌は検出数が少ないので傾向
はつかめない。
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表2 年齢層別の菌検出状況（2024年）

表3 月別の菌検出状況（2024年）

4 季節別の検出状況

月別の菌検出状況を表3に示す。サルモネラ属菌
は1年を通じて検出され、特に9月と11月に多かっ
た。2024年の検体数・検出数のピークは11月となっ
た。
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